
普
請
・
砂
持
ち
の
風
流

京
都
の
事
例
を
中
心
に

福

　
原
　
敏
男

一　
問
題

二
　
室
町
期
の
普
請
と
風
流

ω

京
都
の
事
例

　
②
奈
良
の
事
例

三
　
幕
末
京
都
の
砂
持
ち
と
風
流

ω
　
天
保
踊
り
の
仮
装
風
流

②
　
安
政
鴨
川
砂
持
ち
の
風
流

四
　
お
わ
り
に

題一
問

一　
問

題

　
近
世
の

風
流
を

理
解
す

る
場
合
、
「
労
働
の
風
流
」
と
い
う
視
座
が
必
要
で
あ

（
1
）

る
。
従
来
近
世
の
風
流
を
解
釈
す
る
枠
組
み
は
都
市
祭
礼
・
玩
具
・
年
中
行
事

（
花
火
も
含
む
）
・
園
芸
と
い
っ
た
「
遊
び
の
風
流
」
で
あ
り
、
「
労
働
の
風
流
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
い
う
枠
組
み
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
労
働
と
い
う
と
大
言
壮
語
で
あ
る
が
、

具
体
的
に

は
普
請
・
湊
漠
な
ど
時
間
・
空
間
・
人
間
が
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で
は
な
い

労
働
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
普
請
・
凌
漢
の
方
が
年
中
行
事
化
し
た
「
遊
び
の

風
流
」
よ
り
も
風
流
本
来
の
一
回
性
と
い
う
精
神
を
伝
え
て
い
る
。
一
回
性
が
如

何
に
風
流
の
本
質
的
要
素
で
あ
っ
た
か
は
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
豊
国
神
社

臨
時
祭
礼
を
み
る
に
し
く
こ
と
は
な
い
。
こ
の
祭
り
は
、
秀
吉
七
回
忌
の
記
念
祭

で
あ
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
季
節
祭
で
は
な
い
。
絵
や
史
料
に
表
現
さ
れ
た
熱
狂
は
、

参
加
者
に

と
っ
て
祭
り
の
時
が
、
永
遠
回
帰
の
儀
礼
の
時
間
で
は
な
い
不
可
逆
的

な
時
間
で
あ
り
、
一
期
一
会
感
を
も
っ
て
参
加
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
室
町
期
の
労
働
の
風
流
－
鐘
鋳
・
普
請
・
運
搬
ー
に
つ
い
て
は
先
行
研

究
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
近
世
に
継
承
さ
れ
て
い
く
と
い
う
見
解
は
な
い
。

　
そ

こ
で
、
本
稿
の
主
題
は
、
織
豊
期
京
都
に
お
け
る
普
請
を
契
機
に
し
た
風
流

と
幕
末
京
都
に
お
け
る
砂
持
ち
を
契
機
に
し
た
風
流
の
系
譜
を
考
察
す
る
こ
と
に

あ
る
。

　
織
豊
期
に

は
天
下
人
や
大
名
に
よ
り
戦
乱
後
の
復
興
が
進
め
ら
れ
、
京
の
各
地

に
お

い
て

普
請
・
築
城
に
伴
う
風
流
が
都
市
住
民
（
町
衆
）
の
手
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
し
か
し
、
全
て
町
衆
に
よ
っ
て
張
行
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
実
際
の
風
流
踊
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普請・砂持ちの風流

り
は
地
下
・
奉
公
衆
、
殿
原
の
上
覧
と
い
う
形
を
経
て
、
ま
ず
公
家
衆
の
中
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

広

ま
り
次
い
で
町
衆
に
及
ん
だ
。

　
一
方
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
大
坂
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
で
は
砂
持
ち
と
い

う
こ
と
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
風
流
が
展
開
し
た
。

　
砂
持
ち

と
は
、
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
元
来
堂
殿
造
営
の
基
礎
固

め

の

土
砂
を

運
ぶ

こ
と
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
の
二
〇
年
毎
の
式
年
造
営
の
御
木
曳

き
白
石
持
ち
は
聖
地
を
清
浄
に
保
つ
と
い
う
「
聖
な
る
砂
持
ち
」
で
あ
り
、
図
1

の

よ
う
に
儀
礼
化
し
た
砂
持
ち
も
あ
る
。
近
世
大
坂
に
お
け
る
神
社
の
正
遷
宮
・

造
替
に
お
け

る
砂
持
ち
は
、
そ
れ
に
か
こ
つ
け
て
風
流
が
主
に
な
っ
た
砂
持
ち
で

あ
る
。
図
3
5
・
3
6

　
本
稿
で
は
後
者
の
砂
持
ち
を
対
象
に
す
る
が
、
そ
の
俗
性
を
対
象
化
す
る
た
め
、

ま
ず
典
型
的
な
聖
な
る
砂
持
ち
の
一
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
福
井
県
敦
賀
市
曙
町
の
気
比
神
宮
の
遊
行
の
砂
持
ち
神
事
は
現
在
も
行
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

い

る
行
事
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
神
事
は
、
神
宮
大
鳥
居
付
近
一
帯
が
沼
地

で
参
詣
に
支
障
を

き
た
し
た
た
め
に
、
遊
行
二
世
他
阿
真
教
が
自
ら
土
砂
を
運
ん

で
参
道
の
普
請
を
し
、
歴
代
の
遊
行
上
人
も
回
国
の
際
に
は
時
宗
の
僧
徒
を
集
め

て

遊
行
の

砂
持
ち

を

行
っ
た
と
い
う
由
来
が
あ
る
。
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
、

霊
夢
や
瑞
夢
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
「
西
門
の
道
を
造
」
る
こ
と
を
志
す
。

　
　
先
縄
を
引
て
道
の
と
を
り
を
さ
た
む
広
さ
二
丈
あ
ま
り
。
遠
さ
三
町
余
也
。

　
　

さ
て
も
其
あ
た
り
は
を
び
た
ふ
し
き
沼
な
り
け
れ
ぽ
。
す
べ
て
う
む
べ
き
土

　
　
の

た

よ
り
も
な
か
り
け
る
を
。
聖
社
頭
よ
り
四
五
町
は
か
り
行
て
浜
の
砂
を

　
　
は

こ
び
始
給
ふ
程
に
。
時
衆
の
僧
尼
わ
れ
も
く
と
そ
あ
ら
そ
ひ
け
る
。
其

　
　
外
も
諸
国
帰
依
の
人
近
隣
結
縁
の
と
も
が
ら
貴
賎
を
論
ぜ
す
道
俗
を
い
は
ず
。

　
　
神
官
社
僧
遊
君
遊
女
に
い
た
る
ま
で
。
七
日
夜
の
間
は
肩
を
き
し
り
。
踵
を

　
　
つ
げ
り
。
海
浜
す
ご
ふ
る
人
倫
を
成
し
。
道
路
ま
す
く
市
の
こ
と
し
。
（
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
治

二
年
版

『
一
遍
上
人
絵
詞
伝
縁
起
』
第
八
よ
り
）

　
遊
行
上
人
と
同
行
す
る
者
や
信
者
が
砂
持
ち
に
よ
っ
て
結
縁
の
意
識
を
も
つ
、

い

わ
ば
結
縁
の
砂
持
ち
で
あ
る
。

　
近
世
に

な
る
と
、
都
市
の
河
川
交
通
の
維
持
や
治
水
の
た
め
数
年
ご
と
に
竣
深

（
川
凌
い
）
が
行
わ
れ
、
砂
持
ち
の
土
砂
の
供
給
源
と
な
る
。
勿
論
、
淡
漢
さ
れ

た
土
砂
が

全
て

寺
社
へ
砂
持
ち
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

淀

川
下
流
の
凌
漢
事
業
天
保
大
凌
い
の
よ
う
に
土
砂
で
人
工
山
（
天
保
山
）
を
造

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
近
世
後
期
に
な
り
砂
持
ち
が
頻
発
す
る
と
、
本
末
転
倒
し
て

湊
漢
が
主

と
な
り
、
奉
納
・
奉
仕
の
砂
持
ち
が
従
と
な
っ
た
。
特
に
、
お
上
か
ら

の

大
掛
か

り
な
竣
漢
事
業
に
と
っ
て
、
砂
持
ち
の
寺
社
は
土
砂
捨
て
場
所
の
一
つ

く
ら
い
の
認
識
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
寺
社
に
砂
持
ち
し
よ
う
が
、
砂
捨
場

に

山
を
築
こ
う
が
、
風
流
張
行
と
は
関
係
な
い
よ
う
で
あ
る
。
図
2

　
さ
て
、
普
請
の
風
流
は
木
・
石
引
き
な
ど
の
運
搬
（
移
動
）
と
築
地
・
杭
打
ち

な

ど
（
固
定
）
と
い
う
両
場
面
で
展
開
す
る
。
砂
持
ち
の
風
流
も
、
運
搬
（
移

動
）
と
固
定
の
要
素
が
あ
り
、
後
者
は
参
道
・
境
内
整
地
、
造
営
の
地
築
・
地
掲

き
・
地
固
め
で
あ
る
。

　
普
請

と
風
流
と
い
う
主
題
の
先
行
研
究
と
し
て
は
管
見
の
限
り
、
郡
司
正
勝

　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
河
原
老
と
芸
術
」
、
臼
田
甚
五
郎
「
労
働
か
ら
生
ま
れ
た
芸
能
」
、
小
笠
原
恭
子

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

「
若
衆
芸
と
建
築
事
業
」
、
「
室
町
期
の
風
流
」
、
「
風
流
か
ら
歌
舞
伎
へ
」
、
「
風
流
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二　室町期の普請と風流

　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
終
熔
」
、
「
風
流
盛
衰
」
、
山
路
興
造
「
初
期
か
ぶ
き
狂
言
『
鐘
引
き
』
考
」
、
徳

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
（
1
5
）

江
元
正

「
鐘
鋳
踊
考
」
、
守
屋
毅
な
ど
の
業
績
が
あ
る
。
特
に
、
小
笠
原
の
論
考

は
室
町
期
の
史
料
を
広
く
渉
猟
し
た
も
の
で
二
章
で
検
討
す
る
問
題
で
多
大
な
学

恩
を
賜
っ
た
。

二
　
室
町

期
の
普
請
と
風
流

ω
京
都
の
事
例

　
室
町
期
京
都
・
奈
良
に
お
け
る
普
請
と
風
流
の
問
題
に
関
し
て
は
、
小
笠
原
の

博
捜
に
よ
り
史
料
が
豊
富
と
な
り
、
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
も
っ
て
概
観
で
き
る
。

ま
ず
『
看
聞
御
記
』
を
幡
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
『
看
聞
御
記
』
に
記
さ
れ
た
応

永
・
永
享
期
の
伏
見
郷
は
「
都
市
（
京
）
と
農
村
の
中
間
地
域
で
、
そ
の
上
、
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

朝
伏
見
殿
以
来

の
、
都
市
的
文
化
圏
内
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
建
築
作
業
の
様
子
を

擬
し
た
風
流
が
張
行
さ
れ
た
。

・

応
永

二
七
年

（
一
四

二
〇
）
一
月
一
五
日
条

　
　
地

下

村

々

松
拍
参
。
先
石
井
風
流
。
韓
貢
麺
肋
知
猷
粥
ガ
伽
似
曇
次
山
村
。

竃
櫻
露
霞
難
籠
響
㌶
竃
璽
次
舟
き
暫
影
種
嵐

　
　
流
例
年
二
超
過
。
其
興
無
極
。

　
地
下
の

石
井
郷
の

風
流
は

車
に
木
を
積
ん
で
曇
子
で
覆
っ
て
引
き
、
山
村
郷
で

は

番
匠
棟
上
の

風
流
。

・

応
永
二
七
年

（
一
四

二
〇
）
七
月
九
日
条

　
　
頭
人
蔵
光
庵

山
松
∈
咲
三
所
望
切
之
。
有
拍
物
。
就
便
路
御
所
二
参
。
難
無

　
　

風
流

出
立
結
構
也
。
乱
舞
則
退
出
。
可
賜
禄
歎
之
由
面
々
申
之
間
。
又
召
帰

　
　
帷
一
賜
之
。
艇
嫌
澱
雑
人
群
集
俄
之
儀
不
思
寄
見
物
也
。
件
松
安
居
用
木
云

　
　々

。

頭
人
拍
手
ハ
京
地
下
人
。
榊
杁
敵
姪
糸
助
門
払
暁
自
八
幡
来
。
船
二
乗
テ

　
　

引
木
云
々
。
晩
花
筋
少
々
撤
之
。
孟
蘭
盆
看
経
始
之
。

　
船
に
乗
っ
て
木
を
引
く
風
流
。

・

応
永
三
〇
年

（
一
四

二
三
）
七
月
一
五
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
屋

　
　
夜
光
台
寺
茶
接
待
密
々
見
物
。
若
宮
。
宰
相
以
下
相
伴
。
座
敷
閾
。
風
流
灯

　
　
櫨
等
驚
目
有
其
興
。
雑
人
群
集
之
間
急
帰
。
其
後
山
村
拍
念
仏
石
井
二
来
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
物

　
　
次
御

所
二
参
。
風
流
躰
高
野
聖
懸
負
有
十
余
人
。
又
紅
葉
枝
懸
提
灯
櫨
。

　
　讃
酒
詩
種
§
形
風
情
有
藁
次
醒
流
又
山
村
へ
鴛
難
凛
石
引

　
　
之
躰
也
。
馬
乗
一
人
先
行
。
次
石
砺
批
牛
吠
付
縄
大
勢
引
之
。
風
情
其
興
不
少
。

　
　
次
舟
津
浅
井
名
門
破
風
情
也
。
門
ヲ
作
浅
井
名
乗
馬
。
賭
躍
附
七
武
者
二
騎
相

　
　
従
。
又
勧
進
僧
十
人
許
各
持
杓
。
鐘
ヲ
灯
櫨
二
張
。
種
々
風
流
其
興
千
万
也
。

　
石
の

上
に
音
頭
取

り
の
幣
持
人
形
を
の
せ
縄
を
つ
け
て
石
を
引
く
石
引
き
の
風

流
。・

永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
正
月
一
五
日
条

　
　
晩
舟
津
松
拍
参
。
風
流
如
例
。
其
後
於
庭
前
縄
引
。
松
拍
見
物
之
男
女
大
勢

　
　
之
引
。
太
逸
興
也
。
入
夜
山
村
松
拍
参
。
風
流
大
力
一
木
ヲ
引
。
番
匠
釘
打

　
　
御
所
新
造
表
嘉
瑞
云
々

。

　
船
津
郷
に
お
け
る
綱
引
き
の
風
流
、
山
村
郷
に
お
け
る
木
引
き
・
番
匠
新
打
の

風
流
。
綱
引
き
が
普
請
の
風
流
か
、
小
正
月
の
年
中
行
事
か
は
解
釈
が
難
し
い
。
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普請・砂持ちの風流

『
経
覚
私
要
抄
』
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
七
月
＝
ハ
日
条
に
奈
良
に
お
け
る
孟

蘭
盆
風
流
と
し
て
綱
引
き
が
記
さ
れ
て
お
り
、
近
畿
地
方
の
民
俗
事
例
で
も
盆
綱

引
き
が
多
い
。
本
条
は
普
請
の
風
流
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
四
例
の
う
ち
、
応
永
二
七
年
と
永
享
七
年
の
正
月
一
五
日
条
は
松
拍
、
応

永

二
七
年
と
三
〇
年
の
七
月
条
は
孟
蘭
盆
の
念
仏
拍
物
の
風
流
で
あ
る
こ
と
は
既

に
小
笠
原
が

指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
同
氏
は
、
建
築
事
業
の
様
子
を
模
し
た
作
り

物
の
意
味
を
「
建
築
と
い
う
こ
と
が
、
当
時
の
新
し
い
社
会
的
現
象
と
し
て
人
々

の

目
を
惹
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
又
そ
の
形
態
が
、
歴
史
上
の
英
雄
を
人
形

に

し
て
眺
め
る
の
と
同
じ
ほ
ど
の
興
味
と
感
動
と
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と

（1
7
）

す

る
。
し
か
し
、
織
豊
期
に
お
け
る
天
下
人
や
大
名
に
よ
る
築
城
や
大
造
営
以
前

の

建
築
が
新
し
い
社
会
現
象
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
技
術
史
的
に
も
革
新
的
な
も
の

が

模
倣

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
は
む
し
ろ
、
「
褻
」
の
仕
事
で
あ
る
建

築
の
風
流
が
延
年
を
母
胎
と
し
た
従
来
の
風
流
に
な
い
新
鮮
さ
を
も
ち
、
貴
族
の

意
表
を
つ
き
記
録
せ
し
め
た
、
と
解
釈
し
た
い
。
つ
ま
り
、
風
流
史
上
、
新
し
い

現
象
な
の
で
あ
る
。

　
実
際
の
普
請
に
際
し
て
の
風
流
の
記
録
は
、
『
看
聞
御
記
』
よ
り
百
年
以
上
待

た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

・

『
石

山
本
願
寺
日
記
』
天
文
二
二
年
（
一
五
四
四
）
八
月
＝
二
日
条

　
　
自
今
朝
寝
殿
築
地
所
築
始
之
也
。
（
中
略
）
築
地
老
一
簑
宛
、
番
衆
与
町
人

　
　
相
転
躍
之
。

・

『
言
継
卿
記
』
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
七
月
二
〇
日
条

　
　
築
地
杵
躍
、
若
衆
躍
二

・

『
私
心
記
』
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
六
月
五
日
条

　

又
岸
ッ
キ
候
。
オ
ド
リ
候
。
町
衆
来
候
、
僧
衆
長
衆
二
勧
進
候
、

・

同
七
日
条

　

西

ノ
地
ツ
ク
也
。
町
衆
来
候
。
オ
ド
リ
候
衆
二
昼
酒
勧
候
、
人
体
許
也

・
『
信
長
公
記
』
二
巻
永
禄
＝
一
年
（
一
五
六
九
）
条

　

永
禄
十
二
年
己
巳
二
月
廿
七
日
辰
の
一
点
御
鍬
初
こ
れ
あ
り
。
方
に
石
垣
両

　

面
に
高
く
築
上
げ
、
御
大
工
奉
行
村
井
民
部
・
嶋
田
所
之
助
仰
付
け
ら
れ
、

　

洛
中
・
洛
外
の
鍛
冶
・
番
匠
・
杣
を
召
寄
せ
、
隣
国
・
隣
郷
よ
り
材
木
を
よ

　

せ
、
夫
々
に
奉
行
を
付
置
き
、
由
断
な
く
候
の
間
、
程
な
く
出
来
詑
。
御
殿

　
　
の
御
家
風
尋
常
に
金
銀
を
鍾
め
、
庭
前
に
泉
水
・
遣
水
・
築
山
を
構
へ
、
そ

　
　
の
上
細
川
殿
御
屋
敷
に
藤
戸
石
と
て
往
古
よ
り
の
大
石
候
。
是
を
御
庭
に
立

　

置
か
る
べ
き
の
由
候
て
、
信
長
御
自
身
御
越
し
な
さ
れ
、
彼
名
石
を
綾
錦
を

　

以
て

つ

ふ
ま
せ
、
色
々
花
を
以
て
か
ざ
り
、
大
綱
余
多
付
け
さ
せ
ら
れ
、

　

笛
・
太
鼓
・
つ
ぶ
み
を
以
て
難
し
立
、
信
長
御
下
知
な
さ
れ
、
即
時
に
庭
上

　
　
へ
御
引
付
け
候
。

・

『
信
長
公

記
』
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
三
月
二
四
日
条

　
　
三
月
廿
四
日
、
御
鍬
始
あ
り
て
、
先
方
に
築
地
を
つ
か
せ
ら
れ
、
請
取
の
手

　
　
前
手
前
に
舞
台
を
か
ざ
り
、
児
・
若
衆
色
々
美
々
敷
き
出
立
に
て
、
笛
・
太

　
　
鼓
・
つ
ふ
み
を
以
て
拍
子
を
合
せ
難
立
、
各
も
興
に
乗
ぜ
ら
る
。
い
と
父
さ

　
　
へ
都
は
人
の
群
集
と
申
候
へ
ば
、
御
普
請
の
上
下
、
見
物
の
貴
賎
、
花
を
手

　
　
折
り
、
袖
を
連
ね
、
衣
香
当
を
援
四
方
に
薫
し
、
様
々
諸
の
仕
立
あ
り
。
天

　
　
下
納
面
白
く
候
な
り
。
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・

『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
二
月
八
日
条

　

誓
願
寺
の
辻
ツ
キ
見
物
行
也

　
　
　
（
1
8
）

・

『
総
見
記
』
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）

　
　
コ
コ
ニ
津
田
御
坊
ヨ
リ
蛇
石
ト
云
大
石
ヲ
麓
マ
デ
寄
ラ
レ
候
ヘ
ド
モ
一
切
二

　

上

ラ
ズ
候
二
惟
住
五
郎
左
衛
門
滝
川
左
近
羽
柴
筑
前
三
人
ヨ
リ
合
力
セ
シ
メ

　
　
一
万
余
人
ノ
人
数
ヲ
以
テ
昼
夜
三
日
二
引
上
ラ
レ
候
大
将
家
御
巧
ヲ
以
テ
タ

　

ヤ

ス

ク
御
天
守
へ
上
サ
セ
ラ
レ
昼
夜
山
谷
モ
動
ク
バ
カ
リ
ノ
様
体
ナ
リ
此
御

　

普
請
石
引
ノ
次
第
希
代
ノ
見
物
也
神
戸
三
七
郎
殿
信
孝
自
身
金
ノ
幣
ヲ
持
テ

　

音
頭
ヲ
ア
ゲ
木
遣
謳
テ
引
上
ラ
ル
ル
ト
云
々

天
正
五
年

（
一
五
七

七
）
信
長
の
下
知
の
も
と
行
わ
れ
た
御
所
修
復
の
風
流
に

つ
い
て

は
数
種
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
『
信
長
公
記
』
天
正
五
年
三
月
一
二
日
条

　

三
月
十
二
日
よ
り
番
々
に
つ
も
り
、
請
取
の
手
前
々
々
舞
台
を
か
ざ
り
、

　

児
・
若
衆
、
愛
を
肝
要
と
花
や
か
に
花
車
・
風
流
を
我
も
く
と
出
立
て
、

　

笛
・
太
鼓
・
鳴
物
の
拍
子
を
合
せ
、
老
若
共
に
浮
立
て
舞
躍
、
御
築
地
つ
か

　

れ
候
。
折
節
、
嵯
峨
千
本
の
花
今
を
さ
か
り
と
時
め
き
て
、
花
を
手
折
り
袖

　

を

つ

ら
ね
、
舞
台
の
焼
物
・
衣
香
・
当
擁
四
方
に
薫
じ
、
貴
賎
群
集
を
な
し

　

見
物

な
り
。
抑
、
御
門
・
百
敷
の
大
宮
人
・
女
御
・
更
衣
等
、
か
ほ
ど
面
白

　

き
御
遊
覧
こ
れ
な
く
、
各
詩
歌
を
遊
ば
し
御
歓
喜
斜
め
な
ら
ず
。
即
時
に
出

　

来
畢
。

・

『
御
湯
殿
上

日
記
』
同
年
三
月
一
四
日
条

　

御
つ
し
つ
く
（
中
略
）
御
つ
し
の
後
、
た
い
は
ん
と
こ
ろ
に
て
お
と
る

・
同
三
月
一
五
日
条

　
　
け

ふ
も
御
つ
し
つ
く
。
色
ミ
か
へ
て
う
つ
。
お
も
く
ろ
く
お
ほ
す

・
同
三
月
二
〇
日
条

　
　
け

ふ

も
御
つ
し
つ
く
。
六
ち
や
う
の
つ
ち
の
人
数
か
な
へ
殿
わ
き
つ
く
。
し

　
　
ま
い
あ
り
。
ふ
え
は
た
野
と
申
物
ふ
く
。
大
こ
ま
ん
五
郎
大
つ
ふ
み
こ
つ
ふ

　
　
み
し
や
う
た
お
と
ふ
い
新
さ
い
け
の
物
二
と
き
や
う
け
ん
す
る
。
つ
し
つ
き

　
　
て
大
は
ん
と
こ
ろ
の
御
ま
へ
に
て
お
と
る

・

同
四
月
二
四
日
条

　
　
よ
し
田
御
つ
し
つ
く
。
い
り
は
四
は
ん
あ
り
。
を
し
ほ
た
む
ら
さ
い
き
や
う

　
　
さ
く
ら
や
う
ら
う
。

　
天
正

＝
二
年
（
一
五
八
五
）
二
月
の
院
御
所
新
造
の
風
流
に
つ
い
て
も
幾
つ
か

の

記
録
が
あ
る
。

・

『
言
経
卿
記
』
一
七
日
条

　
　
院
御
所
御
屋
敷
築
地
、
上
下
京
町
人
ツ
ク
。
今
日
ヨ
リ
始
之
。
美
麗
不
及
筆

　

舌
。
見
事
也
。

・

同
一
八
日
条

　

院
御
所
御
屋
敷
御
築
地
ツ

キ

難
有
之
、
上
下
京
也
、
奇
羅
尽
之

・

同
一
九
日
条

　

院
御
所
御
築
地
今
日
モ
有
之
、
六
町
南
新
在
家
等
由
、
其
外
上
下
京
町
人
也

　

錦
繍
綾
羅
数

を
尽
了
、
美
麗
々
々
、
不
及
舌
也

・

『
宇
野
主
水
日
記
』

　

京
都
院
ノ
御
築
地
、
二
月
＝
ハ
日
ヨ
リ
ッ
カ
セ
ラ
ル
ぐ
。
町
人
種
々
ノ
風
流
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ヲ
ス
ル
也
。
桟
敷
ヲ
町
々
ウ
チ
テ
食
物
ヲ
モ
タ
セ
テ
食
也
。
以
外
造
作
之
体

　
　
也
。
女
房
男
見
物
衆
ケ
ッ
コ
ウ
ニ
出
立
テ
群
衆
云
々
。
二
万
人
モ
三
万
人
モ

　
　
ア

ル

ト
イ
ヘ
リ
。
風
流
ノ
衆
、
内
裏
御
庭
上
ニ
テ
モ
毎
日
二
度
バ
カ
リ
ヅ
ξ

　
　
オ

ド
ル
也

・

『
太
閤
記
』
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
条

　
　
蒲
生
飛
騨
守
引
し
石
は
二
間
に
四
間
有
し
か
ぽ
多
勢
を
以
引
侍
り
け
り
　
石

　
　
を
ど
ん
す
に
て
つ
ふ
み
　
木
や
り
の
お
ん
ど
う
取
異
形
の
出
立
に
物
し
引
け

　
　
れ
ぽ

　
見
物
の
貴
賎
お
し
も
わ
け
ら
れ
ぬ
計
也

　
以

上
、
永
禄
か
ら
天
正
に
か
け
て
約
三
〇
年
間
の
史
料
を
概
観
し
た
結
果
、
普

請
の
風
流
に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
・
普
請
は
同
時
代
の
風
流
踊
り
の
盛
行
の
一
要
因
で
あ
ろ
う
。

　
・
仮
装
や
作
り
物
風
流
の
傾
向
は
少
な
く
、
踊
り
に
傾
斜
し
て
い
る
。

　
・
移
動
（
運
搬
）
、
固
定
（
築
地
）
の
両
場
面
で
風
流
張
行
が
あ
っ
た
。

　
普
請
の
場
に
お
け
る
風
流
張
行
の
要
因
は
、
労
働
の
能
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、

人

力
移
動
の
限
界
の
巨
石
・
巨
木
に
対
し
て
芸
能
的
呪
術
で
動
か
す
こ
と
を
期
待

さ
れ
た
点
に
あ
ろ
う
。
ま
た
、
逆
に
、
風
流
を
張
行
し
た
際
は
身
近
な
普
請
を
題

材
に
採
り
入
れ
る
（
築
地
杵
踊
）
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ

の
ビ

ジ

ュ

ア

ル

な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
事
例
が
、
図
3
・
4
・
5
名
古
屋

市
立
博
物
館
蔵
「
築
城
図
屏
風
」
　
（
六
曲
一
隻
）
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
に
つ
い
て

は

内
藤
昌
が
城
郭
史
の
立
場
か
ら
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
始
ま
る
駿
府
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

普
請
の
様
子
を
描
く
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
図
5
の
石
引
き
の
風
流
で
と
り
わ

け

目
を
惹
く
の
が
石
の
上
に
乗
り
、
石
引
き
を
難
す
異
形
の
も
の
た
ち
で
あ
る
。

南
蛮
人
・
日
の
丸
旗
を
背
に
さ
し
法
螺
貝
を
吹
く
も
の
・
鳥
を
い
た
だ
い
た
覆
面

の

も
の
・
狂
言
の
武
悪
面
に
巴
太
鼓
・
狂
言
の
福
の
神
ら
し
き
面
を
つ
け
た
も
の
。

石
引
き
衆
の
間
に
は
、
乙
御
前
の
面
に
は
ら
み
女
・
禰
宜
・
天
狗
面
・
南
蛮
人
な

ど
が
い
る
。
築
城
風
流
の
廻
り
に
は
、
人
形
芝
居
・
獅
子
舞
・
曲
芸
と
い
っ
た
芸

能
空
間
が
配
さ
れ
て
い
る
。
駿
府
城
築
城
の
人
夫
を
目
当
て
に
遊
女
や
歌
舞
伎
が

集
ま
っ
た
こ
と
は
、
　
『
當
代
記
』
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
条
に
「
五
月
廿
日
、

駿
府
中
、
カ
ブ
キ
女
拉
傾
城
共
多
シ
テ
、
動
ハ
有
喧
嘩
、
依
之
可
描
之
由
、
大
御

所

日
。
八
月
廿
五
日
、
駿
府
遊
女
共
、
去
比
ハ
是
故
下
々
有
喧
嘩
間
、
被
相
携
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

カ
、
此
頃
ハ
又
町
ヲ
割
被
渡
ト
云
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
駿
府
と
い
う
場
所
も
風
流
史
上
注
目
さ
れ
る
土
地
で
、
　
『
三
河
国
後
風
土
記
』

に
は
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
駿
府
に
お
け
る
風
流
踊
り
が
互
い
に
掛
け
合
っ

て

と
ど
ま
ら
ず
九
月
半
ば
に
も
及
び
、
　
「
当
年
は
は
や
寒
冷
の
時
節
に
至
れ
ば
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

年
の
秋
に
い
た
り
興
行
す
べ
し
と
て
九
月
下
旬
に
踊
り
を
休
」
ん
だ
記
載
が
あ
る
。

ま
た
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
に
京
に
起
き
た
有
名
な
伊
勢
踊
り
は
、
翌
元
和

元
年

（
一
六
一
五
）
夏
の
陣
の
直
前
、
駿
府
で
再
発
し
た
。
　
『
駿
府
記
』
三
月
二

五

日
条
に
「
従
今
日
府
中
伊
勢
躍
と
号
し
、
諸
人
在
々
所
々
致
風
流
是
従
勢
州
躍

出
、
奥
州
迄
踊
之
」
、
同
三
月
晦
日
条
に
「
伊
勢
躍
頻
也
、
太
神
宮
飛
給
由
、
禰

宜
と
号
す
る
者
、
遇
唐
人
飛
花
火
云
々
、
依
之
伊
勢
躍
制
之
給
云
々
」
と
記
さ
れ

　
（
2
2
）

て

い

る
様
に
、
駿
府
は
家
康
の
移
動
を
背
景
に
、
京
都
の
風
流
踊
り
と
の
密
接
な

関
係
を
も
つ
。
駿
府
築
城
に
お
け
る
風
流
も
土
壌
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
話
を

京
都
に
戻
そ

う
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
「
四
条
河
原
図
屏
風
」
に
は
近

世
京
都
に
お

け
る
普
請
の
芸
能
化
・
舞
台
化
の
一
例
、
遊
女
歌
舞
伎
の
演
目
「
石
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（
2
3
）

引
き
L
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
当
時
、
　
「
や
ん
れ
、

世
の

中
に
踊
る
た
ぐ
ひ
も
、
あ
ま
た
御
座
る
。
木
や
り
、
石
引
、
や
れ
、
獅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

踊
」
と
い
う
歌
謡
の
歌
舞
伎
舞
踊
が
流
行
し
て
い
た
。
　
『
大
和
守
日
記
』
に
記
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

れ
た
寛
文
・
延
宝
期
の
上
演
記
録
に
も
「
き
や
り
」
、
「
石
引
き
」
の
演
目
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
普
請
・
築
城
の
風
流
は
近
世
に
い
た
っ
て
も
舞
台
芸
能
化
に
よ

っ

て

記
憶
さ
れ
て
い
く
。

　
一
方
、
実
際
の
普
請
に
伴
う
風
流
も
命
脈
を
保
つ
。
こ
こ
で
は
京
都
以
外
の
例

を

二
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
一
つ
は
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
七
月
二
五
日
よ
り
大
坂
津
村
御
坊
（
西
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

願
寺
別

院
）
の
石
築
の
際
に
行
わ
れ
た
風
流
で
あ
る
。

一　

七

月
廿
五
日
よ
り
津
村
御
坊
石
築

惣
役
所
の

組
々
幟
吹
貫
い
つ
れ
も
椴
子
嬬
子
縮
緬
金
モ
ウ
ル
の
類
ひ
思

ひく
の
花
美
を
尽
ス
大
工
棟
梁
水
口
志
摩
日
用
頭
さ
つ
ま
長
兵
衛
音
頭

な
げ
宇
兵
衛
わ
た
ノ
甚
兵
衛
同
平
七
な
ど
金
銀
の
采
を
と
つ
て
二
の
矢
倉

に
上

り
是
を
勤
む
前
代
未
聞
の
大
璽
集
也

　
　
　
　
　
　

坂
本
役
所

　
　
一
綱
引
子
供
仕
組
狂
言
　
廿
人

　
　
　
　
　
　

玄
関
役
所

　
　
一
綱
引
廿
人
　
女
子
供
仕
組
踊
　
廿
人

　
　
　
　
　
　

八

日
講
役
所

　
　
一
綱
引
廿
人
　
女
子
と
も
仕
組
踊
難
子
方

　
　
　
　
　
　

菓
子
役
所

一
綱
引
三
十
人
　
浴
衣
た
バ
ね
の
し
子
供
狂
言
獅
子
舞
曲
だ
い
こ

　
　
　
　

金
物
役
所

一
綱昇
人
⑫
伽
た
七
福
神
船
遊
び
祇
轟
王
七
福
神
・
か
す
物
衣
漿
等

今
・
毎
年
暑
中
金
物
役
所
・
而
睾
あ
り
一
・
・
－
原
本
此
・
所
以
上
・
書
入
・
『
－
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
膳
所
役
所

　
　
　
　
一
綱
引
廿
六
人
　
狂
言
龍
宮
踊
十
五
人
　
ひ
や
う
し
方
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
障
子
役
所

　
　
　
　
一
綱
引
四
十
人
　
壬
生
狂
言
天
人
お
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
所
役
所

　
　
　
　
一
綱
引
四
十
人
染
ゆ
か
た
　
子
供
伶
人
舞
出
立
十
人
難
子
方
警
固
三
十

　
　
　
　
　

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
勘
定
所

　
　
　　
一
綱
引
廿
五
人
ゆ
か
齢
獅
訓
萌
黄
く
ふ
り
袴

　
も
う
一
つ
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
近
江
園
城
寺
観
音
堂
再
建
の
様
子
を

描

く
絵
馬
図
6
・
7
で
あ
る
。
こ
の
堂
は
三
井
寺
観
音
、
西
国
三
三
所
観
音
巡
礼

第
一
四
番
札
所
に
あ
た
る
。
土
台
と
し
て
石
を
突
き
込
め
て
固
め
る
石
突
き
の
風

流
を

描

く
。
既
に
右
上
の
小
屋
で
は
番
匠
に
よ
り
製
材
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
お
構
い
な
く
、
桜
満
開
の
な
か
中
央
に
輪
踊
り
・
音
頭
取
り
、

二
台
の

櫓
を

組
ん

で
大
木
を

人

力
で
上
げ
て
石
を
突
く
。
右
の
櫓
の
上
層
に
は
来

合
わ

せ
た
巡
礼
が
大
木
を
持
ち
上
げ
て
お
り
、
三
井
寺
観
音
堂
の
石
突
き
ら
し
い
。

近
世
に
は
建
築
作

業
の
音
頭
取
り
・
難
子
が
如
何
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
っ
た
か
は

図
8
の
如
き
戯
画
に
ま
で
描
か
れ
た
こ
と
で
自
ず
と
知
れ
よ
う
。
大
入
道
の
腰
を
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普請・砂持ちの風流

揉
む
時
に
小
人
は
石
突
き
の
方
法
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
。

②
奈
良
の
事
例

　
天

正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
六
月
か
ら
七
月
、
奈
良
興
福
寺
で
は
梅
雨
の
影
響

で
あ
ろ
う
か
、
築
地
塀
突
き
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
録
は
『
多
聞
院
日
記
』

に
散
見
で
き
る
。
六
月
一
八
日
条
「
寺
門
手
取
十
間
之
築
地
今
日
ヨ
リ
ツ
ク
」
、

同
日
条
「
発
心
院
ノ
南
ノ
築
地
十
二
三
間
崩
了
」
、
一
九
日
条
「
築
地
へ
源
五
郎

雇
出
了
」
、
二
〇
日
条
「
築
地
へ
甚
三
郎
・
弥
三
郎
出
了
」
、
二
二
日
条
「
寺
門
築

地

日
破
間
又
壊
テ
築
置
云
、
神
人
方
モ
悪
ト
テ
築
直
、
無
法
量
事
也
」
、
二
九
日

条

「
寺
門
築
地
悉
築
直
」
、
七
月
二
日
条
「
築
地
御
馳
走
殿
ノ
礼
」
が
そ
れ
で
、

大
が

か

り
な
築
地
塀
改
修
が
行
わ
れ
て
い
た
。
七
月
四
日
に
は
「
築
地
毎
日
ツ
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

ハ
ヤ

シ

」

と
鳴
り
物
が
入
る
。
そ
し
て
八
・
九
両
日
の
風
流
と
相
成
っ
た
の
で
あ

る
。　

　
八

日
、
築
地
ツ
キ
方
ミ
人
形
以
下
作
物
出
了
、
堀
御
所
・
醒
ミ
殿
作
、
破
風

　
　
　
開
板
ヱ
カ
ク
、
金
銀
ヲ
画
モ
チ
イ
ト
ト
ノ
郷
、
ナ
ス
ノ
与
一
・
ヱ
ン
マ
ノ

　
　
　
前
ニ
テ
ス
マ
ウ
・
京
ノ
町
・
色
≧
人
形
光
余
ッ
ノ
プ
リ
ノ
新
屋
郷
、
京
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
　
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
公
家
衆
鞠
ノ
会
柳
桜
・
ハ
シ
弁
慶
具
足
・
　
　
ヱ
ヒ
ス
・
大
黒
・
　
　
熊

　
　
　
坂
長
ハ
ン
具
足
高
畠
郷
、
ア
コ
谷
・
大
蛇
ヲ
シ
タ
カ
ヘ
ル
行
者
・
清
水
ノ

　
　
　・
・
水
汲
・
雪
山
布
・
柔
雪
丸
・
シ
・
．
．
．
．
玄
宗
翼
藷
、
鳥
サ

　
　　
シ
・
児
法
亘
．
．
．
〃
言
ホ
子
ナ
シ
・
唐
・
・
面
向
不
背
・
玉
・
（
．
．
．
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
船
音
楽
三
ア
渡
、
中
市
郷
、
熊
カ
ヘ
ア
ツ
モ
リ
打
・
天
王
ノ
作
手
・
ヤ
フ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脱
ア
ラ
ン
）

　
　
　
リ
虎
四
疋
城
戸
郷
、
判
官
吉
野
落
、
祭
礼
田
楽
打
入
、
社
家
・
祢
宜
衆
・

　
　
　
愛
壽
寺
門
、
各
ぐ
金
銀
唐
日
本
ノ
宝
物
事
尽
中
〉
不
及
言
慮
処
也
、
廿
六

　
　
　
ケ
郷
上
、
各
〉
寄
思
逸
興
不
思
儀
く
、
一
通
見
物
之
処
、
気
力
尽
テ
松

　
　
　
下
ニ
テ
絶
入
了
、
や
う
く
間
帰
坊
了
、
連
日
煩
故
也
。

　

こ
こ
で
郷
別
に
出
さ
れ
た
作
り
物
人
形
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
餅
飯
殿
郷
ー
堀
河
御
所
・
醒
〉
（
狸
々
）

　
角
振
新
屋
郷
－
那
須
与
一
・
閻
魔
の
前
の
相
撲
・
京
の
町
・
三
十
余
り
の
人
形

　
高
畠
郷
　
ー
京
の
公
家
衆
鞠
の
会
柳
桜
・
橋
弁
慶
（
具
足
）
・
恵
比
寿
・
大
黒
・

　
　
　
　
　
　
熊
坂
長
範

（
具
足
）

　
中
市
郷
ー
　
阿
古
屋
・
大
蛇
を
従
え
る
行
者
・
清
水
谷
水
汲
み
・
雪
山
布
に
子

　
　
　
　
　
　
供
雪
丸

カ
シ
・
玄
宗
が
楊
貴
妃
に
笛
を
教
え
る
場
面
・
鳥
刺
し
と

　
　
　
　
　
　
稚
児
法
師
・
蜘
蛛
舞
・
骨
無
・
獅
子
舞
・
唐
よ
り
渡
米
の
面
向
不

　
　
　
　
　
　
背
の
玉
・
音
楽
で
渡
る
大
船

　
城
戸
郷
－
　
熊
谷
直
実
の
敦
盛
打
ち
・
天
王
の
作
手
・
藪
か
ら
虎
四
疋

　
社
家
・
祢
宜
衆
（
春
日
社
）
ー
判
官
（
義
経
）
吉
野
落
ち
・
祭
礼
田
楽
打
入
り

　
寺
門
（
興
福
寺
）
ー
愛
壽

　
「
雪
丸
カ
シ
」
は
『
経
覚
私
要
抄
』
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
七
月
一
六
日
条

「
雪
マ
ロ
バ
カ
シ
」
と
同
じ
雪
玉
転
が
し
の
意
で
あ
ろ
う
。
骨
無
は
『
実
隆
公
記
』

永
正
二
年

（
一
五
〇

五
）
七
月
二
三
日
条
「
抑
京
中
踊
躍
、
鐘
鼓
満
足
、
陣
外
無

骨
」
に
み
え
る
軽
業
で
あ
る
。

　

こ
の
両
日
の
賑
わ
い
は
「
八
九
両
日
ハ
都
鄙
甲
乙
人
、
大
名
衆
ノ
願
主
ノ
時
ノ

祭
礼
ヨ
リ
群
集
也
、
消
肝
事
共
也
、
惣
ノ
入
目
及
算
用
之
、
二
千
石
モ
可
入
事
也

ト
沙
汰
」
（
『
多
聞
院
日
記
』
翌
八
月
一
〇
日
条
）
と
記
さ
れ
た
。
大
名
衆
の
願
主
、
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三　幕未京都の砂持ちと風流

つ

ま
り
春
日
若
宮
祭
礼
に
お
け
る
願
主
人
を
富
裕
な
大
名
が
勤
め
た
時
よ
り
も
群

衆
が
多
く
総
費
用
二
千
石
に
及
ん
だ
、
と
解
さ
れ
る
。

　
『
蓮
成
院
記
録
四
』
同
年
七
月
五
日
条
に
は
「
同
笠
ホ
ク
其
外
人
形
以
下
各
被

談
合
、
無
見
苦
様
二
被
相
粧
、
外
聞
可
然
様
各
可
有
馳
走
旨
決
則
畢
」
、
同
年
七

月
条
に
は
、
　
「
今
度
築
垣
風
流
付
、
寺
門
方
儀
見
苦
由
沙
汰
間
、
各
無
我
執
故
外

聞
如
何
之
間
、
笠
ホ
コ
以
下
可
被
馳
走
旨
内
〉
以
端
〉
被
申
触
了
」
と
あ
る
。
大

き
な
笠
の
上
に
ほ
こ
・
な
ぎ
な
た
・
造
花
な
ど
を
と
り
つ
け
た
笠
鉾
や
風
流
の
張

り
ぼ
て
人
形
に
つ
い
て
、
見
苦
し
く
な
い
よ
う
事
前
に
興
福
寺
内
の
趣
向
を
相
談

し
ろ
と
い
う
、
外
聞
を
意
識
し
た
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
奈
良
の
風
流
の
特
色
は
作
り
物
で
、
　
「
熊
谷
直
実
の
敦
盛
打
ち
」
な
ど
京
都
六

道
珍
皇
寺
の
孟
蘭
盆
の
作
り
物
風
流
（
珍
皇
寺
参
詣
曼
茶
羅
に
描
か
れ
て
い
る
）

を

彷
彿
と
さ
せ
る
。
奈
良
で
は
宝
徳
～
文
明
期
（
一
四
四
九
～
八
六
）
に
既
に
盆

の

念
仏
拍
物
風
流

と
し
て
、
作
り
物
風
流
全
盛
で
あ
り
京
の
場
合
の
よ
う
に
そ
れ

が

風
流
踊

り
に
席
巻
さ
れ
る
こ
と
な
く
天
正
七
年
ま
で
残
っ
た
。
趣
向
は
か
え
つ

つ
も
町
組
を
基
盤
と
し
て
年
中
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
突
発
的

な
築
地
塀
突
き
に
も
張
行
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

三
　
幕
末
京
都
の
砂
持
ち
と
風
流

ω
　
天
保
踊
り
の
仮
装
風
流

沖
積
平
野
に
立
地

し
た
近
世
都
市
の
多
く
は
、
治
水
や
河
川
交
通
の
た
め
河
川

の

凌
柴
を

定
期
的
に
行
う
必
然
性
が
あ
っ
た
。
凌
漢
工
事
は
重
労
働
だ
が
、
日
常

的
労
働
で
は

な
か
っ
た
。
地
縁
・
職
縁
を
ベ
ー
ス
に
集
ま
っ
た
人
足
は
、
所
詮
烏

合
の
衆
で
あ
り
、
人
心
統
一
・
景
気
付
け
の
た
め
風
流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
本

稿
で
は
近
世
京
都
の
風
流
史
上
注
目
す
べ
き
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
・
安

政
三
年

（
一
八
五
六
）
の
事
例
を
対
象
と
す
る
。

　
天

保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
京
都
市
中
を
席
巻
し
た

集

団
仮
装
舞
踏
は
、
「
豊
年
踊
り
」
・
「
蝶
々
踊
り
」
・
「
天
保
踊
り
」
な
ど
と
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

さ
れ
た
。
私
を
含
め
た
先
行
研
究
は
、
天
保
踊
り
を
民
衆
運
動
と
し
て
把
握
し
、

そ

の

意
味
を

究
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
の
史
的
意
義
は
、
　
「
封
建
制
度
か
ら

の

被
抑
圧
階
級
の

解
放
希
求
を
集
団
的
な
熱
狂
と
い
う
手
段
で
一
時
的
に
昇
華
さ

せ

る
も
の
」
と
す
る
相
蘇
説
、
　
「
政
変
の
発
現
に
先
だ
ち
て
民
間
に
浮
動
す
る
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

安

な
る
気
分
の
踊
を
醸
し
た
も
の
」
と
す
る
柳
田
説
、
　
「
凶
款
の
忌
避
、
豊
作
の

欣
求
の
念
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
惨
し
き
ト
ー
テ
ン
タ
ッ
（
死
神
踊
ー
筆
者
註
）
」

と
す
る
栗
田
説
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
天
保
踊
り
発
生
の
直
接
的
要
因
を
史
料
か
ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

・

天
保
踊
図
六
曲
塀
風
ー
右
隅
瀧
尾
社
立
て
ら
れ
た
三
ヵ
所
の
踊
り
連
の
幟
に
築

　
地
。

・
蝶
々
踊
り
図
巻
祓
文
ー
「
も
と
も
と
は
難
波
の
津
の
川
ざ
ら
へ
て
ふ
こ
と
に
つ

　
か
は
る
る
も
の
の
戯
た
る
が
う
つ
り
た
り
と
そ
」

・

「
天
保
踊
之
記
」
1
「
今
宮
地
祭
等
の
砂
持
せ
」

・

「
天
言

筆
記
」
1
「
頂
妙
寺
、
今
宮
社
、
瀧
尾
社
の
地
築
、
竹
田
街
道
の
砂
持

　
ち
」
、
「
仏
光
寺
・
清
水
寺
の
開
帳
」

201



普請・砂持ちの風流

・

守
静
堂
雑
録
ー
コ
兀
之
起
リ
ハ
浪
華
之
砂
持
L
、
「
今
宮
と
申
社
へ
地
築
」

・

一
枚
刷
み
や
こ
お
と
り
鈴
鳴
子
の
神
徳
ー
「
諸
方
お
が
ま
せ
地
築
あ
り
中
に
も

　
洛
東
頂
妙
寺
洛
北
今
宮
ふ
し
み
海
道
た
き
の
宮
等
の
地
つ
き
に
は
じ
ま
り
」

・

示
羊
記
ー
「
今
宮
社
小
屋
建
立
奉
加
物
運
送
」

・
大
島
直
珍
日
記
ー
仏
光
寺
門
跡
二
開
帳
有
之
、
外
二
今
宮
二
砂
持
有
之
候
。

　
其
節
、
少
々
ッ
≧
踊
り
奇
妙
風
俗
を
致
居
候
、
L

・

天
保
雑
記
ー
「
今
宮
神
楽
所
地
築
初
り
」

・

己

亥
雑
集
1
「
浪
華
砂
持
之
風
俗
押
移
」

　
以

上
、
開
帳
・
地
築
・
砂
持
ち
、
な
か
で
も
地
築
・
砂
持
ち
の
記
述
が
多
い
。

　
世
相
的
背
景
と
し
て
は
、
近
年
の
地
震
・
飢
謹
に
よ
る
困
窮
・
不
安
か
ら
、

「
此
両
三
年
米
の
高
き
に
苦
し
み
た
る
気
勘
を
ひ
ら
き
、
猶
行
末
を
い
の
る
心
な

　
（
3
1
）

る
べ
し
」
と
い
う
前
年
の
豊
作
に
よ
る
一
時
的
な
精
神
的
開
放
が
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
天
保
踊
り
の
文
献
研
究
は
既
に
蓄
積
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
風
流
を

知

る
に
最
適
な
絵
画
史
料
の
検
討
の
み
に
止
め
る
。
こ
れ
も
、
文
献
研
究
に
よ
っ

て

絵
画
の
史
料
批
判
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
豊
年
踊

り
図
巻
（
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
（
図
9
～
2
1
）
の

各
場
面
を
同
定
す
る
。

図
9
・
1
0
　
寄
進
物
を
山
車
に
の
せ
て
寺
社
へ
曳
く

図
9
～
1
3
　
揃
い
の
着
物
の
集
団
が
先
導

図
1
1
・
1
2
狐
・
烏
・
鳶
の
仮
装

図
1
3
・
1
4
　
大
家
へ
の
踊
り
込
み
・
角
兵
衛
獅
子
・
犬
の
盗
み
食
い
に
も
気
付
か

　
　
　
　
　
ぬ
女
中
・
唐
傘
・
虎

図
1
5

図
1
6

図　図　図　図
20　　19　　18　　17

図
21

　
こ
れ
に
対
し
、
大
阪
市
立
博
物
館
蔵
「
蝶
々
踊
り
図
巻
」
図
2
2
～
2
9
で
は
、

や
寄
進
物
の
奉
納
の
描
写
は
な
く
、

図
2
2

図
2
3

図　図
25　24

踊

り
の
強
要
・
座
頭
・
鍬
を
も
つ
兎
・
犬
・
杯
を
い
た
だ
き
、
角
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
き
り

を

背
負
う
狸
々
・
蝸
牛
・
蟷
螂
・
螢
・
海
坊
主
（
後
出
の
龍
宮
行
列

と
の
関
連
か
）
・
蜂
・
石
灯
籠
・
蛙
・
雷
神

白
装
束
で
頭
に
鈴
を
巻
い
た
老
・
丁
稚
・
若
女
・
裸
で
樫
が
け
の

男
・
福
助
・
裸
に
「
は
ら
あ
て
、
は
ん
て
ん
、
は
つ
ち
」
と
墨
書
し

た
男
・
大
根
・
狸
（
「
五
月
前
描
な
し
」
の
幟
）
・
蝶
々

蛸
・
鯨
・
お
多
福
・
恵
比
寿
・
大
黒
・
提
灯

■
天
狗
・
雪
の
筍
掘
り
・
龍
宮
行
列

雨

蛙
・
浪
速
、
堂
嶋
か
ら
の
踊
り
の
加
勢

茶
屋
「
一
力
」
へ
の
踊
り
込
み
・
店
前
の
乱
舞

店
の
前
に
は
、
籠
や
費
を
い
た
だ
い
た
者
・
兎
・
托
鉢
僧
の
行
列
・

揮
一
つ
で
冠
を
つ
け
た
男

一
力
前
、
四
条
通
り
、
舐
園
社
前
の
乱
舞

四

条
通

り
、
祇
園
社
前
で
は
大
根
行
列
・
住
吉
踊
り
・
福
禄
寿
・
駕

籠
か
き
・
将
棋
の
駒
ら
し
き
も
の
を
い
た
だ
い
た
行
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
の
仮
装
・
異
装
が
描
か
れ
て
い
る
。

揃
い
の

装
束
の
踊
り
衆

揃
い
の

装
束
の

踊

り
衆
に
混
じ
っ
て
、
提
灯
を
い
た
だ
い
た
男
・
女

装
の

二
人
連
れ
・
狐

裸
で
檸
が
け
の
男
・
老
僧
と
小
僧
・
福
禄
寿
・
烏
天
狗
・
蛙
・
神
主
・

　
　
　
ふ
　
ぐ

蛸
鯉
・
河
豚
・
す
っ
ぽ
ん
・
鯨
・
蟷
螂
・
鯛
・
蟻
・
蝶
々
・
浦
島
太

202



三　幕未京都の砂持ちと風流

図　図
27　26

図
田

図
29

郎
・
甲
虫
・
蝸
牛
・
と
ん
ぼ
・
百
足
・
鷺

案
山
子
と
雀
・
猟
師
と
猪
・
虚
無
僧
・
旅
人
・
南
蛮
人

鉦
叩

き
・
芥
子
坊
主
の
行
列
・
住
吉
踊
り
・
武
士
・
刺
青
の
僧
・

虎
・
神
主
と
巫
女
・
乞
食
・
願
人
坊
主
・
猿

鶴
・
子
守
・
俵
被
り
・
女
相
撲
取
り
・
俵
運
び
・
鬼
・
雷
神
・
金
の

仏
・
不
動
明
王
・
天
女

三
番
曳
・
揮
を
繋
い
だ
男
・
尉
と
姥
・
雑
兵
・
獅
子
舞
・
公
卿
・
奴

凧
・
お
多
福
・
筍
掘
り

　
天
保
踊

図
六
曲
屏
風
（
京
都
市
個
人
蔵
）
図
3
1
～
3
4
は
東
山
を
背
景
と
し
て
、

中
央
に
四
条
通
り
を
描
き
右
の
突
き
当
た
り
に
祇
園
社
、
そ
の
右
に
清
水
の
舞
台
、

八

坂
の
塔
を
配
し
て
い
る
。
一
・
二
扇
下
に
は
滝
尾
社
と
社
前
の
踊
り
、
五
・
六

扇
の

下
に
は
四
条
通

り
の
様
子
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
手
法
で
描
い
て
い
る
。

図
3
2

図
3
3

図
3
4

上
が

舐
園
社
か
ら
清
水
寺
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
鼠
・
金
色
の
釈
迦

・

金
の

大
幣
を
背
負
っ
た
男
な
ど
。
下
は
前
述
し
た
滝
尾
社
で
、
相

撲
取

り
・
南
蛮
風
チ
ョ
ロ
ケ
ン
・
角
兵
衛
獅
子
な
ど
。

住
吉
踊

り
・
提
灯
・
蛸
・
狐
な
ど
。
四
条
通
り
に
面
し
、
梵
天
を
立

て

た

櫓
が
あ
る
店
舗
に
は
「
近
日
」
（
入
荷
力
）
と
い
う
張
り
紙
が

あ
り
、
踊
り
に
必
要
な
品
の
売
り
切
れ
を
描
い
て
い
る
。

店
の
屋
号
が
「
ま
わ
れ
屋
」
の
踊
り
餅
、
　
「
ま
け
な
屋
」
の
太
物
、

「
鈴
屋
」
の
鈴
、
　
「
蝶
々
屋
」
に
は
踊
り
衆
が
踊
り
込
ん
で
、
酒
を

飲
ん

で
い

る
。
　
「
ま
わ
れ
」
・
「
よ
け
な
」
は
踊
り
の
難
子
言
葉
で
あ

ろ
う
。
鶏
・
猿
の
三
番
皇
な
ど
。

　
以
上
、
京
都
天
保
踊
り
の
風
流
的
特
色
は
何
と
い
っ
て
も
仮
装
・
異
装
に
あ
る
。

砂
持
ち

の

絵
画

表
現

と
し
て
は
、
天
保
踊
り
図
巻
冒
頭
図
9
・
1
0
の
寄
進
物
運
搬

に
す
ぎ
な
い
。

②
　
鴨
川
砂
持
ち
の
風
流

　
近
世
に
お
け

る
京
都
の
治
水
対
策
は
所
司
代
板
倉
内
膳
正
の
築
堤
に
始
ま
る
が
、

時

代
が
下
る
と
上
流
か
ら
の
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
川
床
が
高
ま
り
、
弘
化
・
嘉
永

期
に
は
洪
水
が
頻
発
す
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
五
月

所
司
代
は
鴨
川
凌
藻
事
業
を
計
画
し
、
京
中
の
有
力
者
を
集
め
て
趣
旨
を
申
諭
し
、

一
軒
役
と
し
て
一
人
を
人
足
と
し
て
出
す
よ
う
に
要
請
し
た
。

　
　
一
加
茂
川
土
砂
持
運
之
儀
、
此
上
有
志
之
町
分
ハ
来
月
五
日
迄
二
元
会
所
へ

　
　
　
可
申
出
旨
、
御
申
通
書
御
差
出
し
候
処
、
右
者
組
町
≧
β
組
内
町
〉
取
調
、

　
　
　
有
志
之
町
分
名
所
井
出
人
数
高
、
且
右
土
砂
町
分
へ
持
運
ひ
敷
な
ら
し
候

　
　
　
欧
、
又
者
町
分
二
望
無
之
御
積
置
之
土
砂
取
捨
場
迄
持
運
ひ
度
候
ハ
ふ
、

　
　
　
其
訳
壱
町
毎
二
半
紙
二
認
メ
、
月
当
町
へ
取
集
、
当
町
β
元
会
所
詰
所
へ

　
　
　
来

月
二
日
迄
二
相
届
候
様
、
尤
五
日
迄
ハ
有
之
候
得
共
、
手
都
合
も
有
之

　
　
　
義
二
付
、
来
月
二
日
迄
二
無
間
違
ひ
申
出
候
様
被
仰
渡
候
事

　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
　
　
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
『
十
六
町
組
在
住
日
記
』
に
よ
る
と
、
凌
漢
作
業
の
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
っ

た
。　

　
五
月
一
五
日
　
雨
、
大
雨
也
、
今
日
頃
よ
り
東
川
凌
へ
始
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
五
月
一
八
日
　
雨
、
夜
東
川
竣
に
付
集
合
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同
一
九
日
晴
、
東
川
原
湊
へ
大
に
賑
な
り
町
々
β
人
出
る

，
　
同
　
二
二
日
　
晴
、
町
内
β
東
川
原
凌
へ
出
る
、
車
一
、
尤
も
借
家
の
人
も

　
　
　
　
　
　
　
　
一
緒
な
り
、
夜
中
β
大
雨
雷
鳴
あ
り

　
　
同
　
二
三
日
　
雨
、
東
川
原
水
二
尺
余
出
、
松
原
、
二
條
所
々
橋
落
つ
三
條
、

　
　
　
　
　
　
　
　
五
條
橋
往
来
す

　
各
町
か

ら
山
車
な
ど
を
出
し
、
指
定
の
砂
持
ち
場
所
（
知
恩
院
・
舐
園
・
安
井

門
跡
・
西
大
谷
）
に
運
ん
だ
た
め
、
殺
到
し
混
乱
を
き
た
し
た
。
そ
こ
で
、
他
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鐙
）

八

ヵ
所
の
砂
捨
て
場
を
設
け
て
最
寄
り
の
場
所
へ
運
ぶ
よ
う
通
達
が
出
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
仁
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檀
　
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕
宕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
岩
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
筋
八
町
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
キ
芝
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
原
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
御
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誓
願
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
雲
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
影
堂

　
　
加
茂

川
凌
土
砂
持
運
之
儀
、
此
上
罷
出
候
者
ハ
、
暑
気
相
増
川
原
江
出
候
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕
所
〉
江

　
　
困
可
申
二
付
、
川
原
β
右
之
［
川
山
公
儀
人
足
二
而
小
出
し
為
致
候
間
、

　
　
来

月
八
日
β
ハ
右
之
ケ
所
ミ
江
積
置
候
土
砂
を
引
取
可
申
、
町
内
等
江
敷
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕
持
運

　
　
ら
し
不
申
向
ハ
、
左
之
所
ξ
二
勝
手
次
第
□
□
可
申
、
尤
衣
服
其
外
都
而
質

　
　
素
二
い
た
し
、
目
印
等
無
益
之
入
用
不
相
掛
様
町
役
人
共
世
話
い
た
し
、
可

　
　
成
丈
ケ

運
方
捗
取
候
様
致

す
へ
し
、
且
再
度
二
も
相
成
候
儀
二
付
、
十
歳
以

　
　
下
之
小
年
壱
人
暮
又
ハ
自
分
ニ
ハ
罷
出
兼
無
拠
人
を
雇
出
す
等
之
も
の
ハ
、

　
　
決
而
罷
出
候
二
不
及
候

　
　
　
　
〔
三
〕
運

　
　
　
土
砂
持
込
場
所

　
　
　
　
　
●
　
　
　
●

　
　
　
　
知
恩
院
山
門
前

　
　
　
　
祇
園
北
は
や
し

　
　
　
　
安
井
御
門
跡
境
内

　
　
　
　
西
大
谷
之
南
谷

　
　
右
之
趣
洛
中
洛
外
江
早
〉
可
申
通
事

　
　
　
　
〔
三
〕

　
　
　
　
〔
五
月
〕

　
　
持
運
之
節
、
幼
年
者
等
怪
我
無
之
様
、
又
ハ
迷
子
二
不
相
成
様
心
付
可
致
候

　
　
　
　
辰
六
月
朔
日

　
最
早

こ
う
な
る
と
、
先
の
四
寺
社
へ
の
寄
進
・
奉
納
と
い
う
よ
り
、
没
漢
事
業

の

添
え
物
と
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　

こ
の
砂
持
ち
を
描
い
た
絵
が
図
3
0
鴨
川
砂
持
ち
図
で
あ
る
。
上
か
ら
下
に
蛇
行

す

る
鴨
川
の
流
れ
、
中
央
左
端
に
橋
を
配
す
る
。
上
部
に
は
川
を
俊
い
、
そ
の
土

砂
を

旅
や

も
っ
こ
で
運
び
、
小
山
を
築
い
て
い
る
。
鴨
河
原
に
は
多
数
の
仮
小
屋

が
掛
け

並

び
、
人
々
は
あ
た
か
も
行
楽
気
分
で
酒
宴
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ

る
。
彼
ら
の
目
当
て
は
祭
り
さ
な
が
ら
の
風
流
で
あ
る
。
橋
上
に
は
福
助
ら
し
き

張
ぽ
て

の

大
人
形
を

担

ぐ
人
々
、
様
々
な
旗
指
物
、
吹
流
し
、
鯉
幟
や
提
灯
が
み

え

る
。
中
央
右
岸
に
は
狐
・
雀
・
福
禄
寿
・
蝶
々
な
ど
の
仮
装
、
下
部
左
岸
に
は

三
方
に
の

せ
た
海
老
・
茸
・
鈴
の
造
り
物
、
廻
り
灯
籠
、
獅
子
舞
な
ど
が
描
か
れ

204



三　幕未京都の砂持ちと風流

て

い

る
。
廻
り
灯
籠
も
立
派
な
風
流
で
、
既
に
『
言
国
卿
記
』
文
明
六
年
（
一
四

七

四
）
七
月
の
孟
蘭
盆
の
風
流
に
「
マ
ハ
リ
ト
ウ
ロ
」
と
見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
こ
の
絵
の
風
流
の
傍
証
と
な
る
の
が
左
の
史
料
で
あ
る
。

　
　
上
の

店
は
天
鷲
絨
張
り
の
長
さ
十
間
に
余
る
大
鯨
を
造
り
『
海
の
ご
と
鴨

　
　
の
川
瀬
を
深
め
ん
』
と
鯨
詣
で
や
砂
運
ぶ
ら
ん
と
歌
ひ
つ
玉
又
錦
の
店
、
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
載
力
）

　
　
蔵
組
は

三
宝
に
海
老
を

戴
せ
二
間
大
の
鷲
を
指
物
に
附
け
千
五
百
人
の
人
出
、

　
　
衣
棚
突
抜
町
は
奴
小
万
姿
百
人
、
繁
盛
町
は
大
龍

　
風
流
張
行
に
は
お
決
ま
り
の
禁
令
が
で
る
。

　
　
一
目
印
の
入
用
等
相
掛
リ
候
無
益
の
山
車
様
の
品
を
持
へ
相
用
ひ
候
義
無
用

　
　
　
に
可
致
候
事

　
　
一
御
堂
上
方
並
び
武
家
方
に
仮
寄
候
風
俗
又
は
異
形
の
姿
に
て
出
立
杯
は
決

　
　
　
而
不
相
成
候
事

　
　
一
土
砂
を
も
運
ぽ
ず
只
踊
歩
行
候
義
無
之
様
町
役
人
共
〉
心
を
附
け
可
申
候

　
　
　
（
3
9
）

　
　
　
事

　
　
　
翌
六
月
に
な
る
と
通
達
の
内
容
か
ら
風
流
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た

　
　
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕
高
大

　
　
一
町
ミ
目
印
之
儀
、
縮
緬
二
而
吹
流
し
、
或
花
笠
等
口
口
之
品
、
其
外
工
夫

　
　

之
か
た
ち

物
い
た
し
候
儀
よ
ろ
し
か
ら
ず
候
、
全
く
町
名
を
し
る
し
候
木

　
　

綿
或
麻
之
幟
、
又
ハ
金
銀
箔
に
無
之
目
印
用
ひ
可
申
候

　
　
一
土
砂
積
候
車
或
箱
之
上
江
作
り
花
、
又
ハ
人
形
屋
台
等
持
候
事
、
土
砂
之

　
　
　
入
方
少
く
相
成
、
形
様
は
か
り
の
事
ゆ
へ
、
是
亦
相
止
メ
、
目
印
二
相
成

　
　

候
木
札
其
外
手
軽
之
品
を
用
ひ
可
申
候

　
　
一
衣
服
之
儀
、
兼
而
触
置
候
通
相
心
得
、
た
す
き
三
尺
帯
其
外
共
、
縮
緬
天

　
　
　
鵡
絨
類
相
用
ひ
候
儀
い
た
す
ま
し
く
候

　
　
一
お
と
け
た
る
体
二
而
土
砂
等
も
持
た
ず
、
空
手
二
而
先
江
立
、
全
そ
め
き
に

　
　
　

の
、
ミ
出
候
も
の
有
之
、
如
何
之
事
二
候
、
以
来
決
而
不
相
成
候

　
　
右
之
通
土
砂
持
運
び

二

罷
出
候
町
ミ
而
早
ミ
可
相
触
も
の
也

　
　
　
　
　
（
0
4
）

　
　
　
　
辰
六
月

　
以

後
の
気
の
遣
い
よ
う
は
、
現
代
の
ゴ
ミ
問
題
よ
ろ
し
く
、
七
夕
行
事
の
笹
竹

す

ら
流
す
こ
と
を
禁
じ
た
。

　
　
一
七
タ
ニ
付
手
跡
指
南
之
も
の
等
、
是
迄
加
茂
川
筋
へ
笹
持
参
り
相
流
し
候

　
　
　
者

も
有
之
候
由
之
処
、
此
度
附
洲
凌
被
仰
付
候
二
付
、
右
川
筋
江
塵
芥
等

　
　
　
決
而
不
可
捨
旨
、
先
達
而
御
触
書
御
差
出
有
之
、

　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
　
　
辰
七
月

　
ま
た
、
盆
の
供
え
物
や
送
り
火
の
燃
え
殻
を
川
に
流
す
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
た
。

　
　
一
来
ル
十
五
日
十
六
日
精
衰
備
物
送
り
火
燃
し
か
ら
等
、
加
茂
川
筋
へ
流
し

　
　
　
候
も
の
有
之
候
由
、
右
川
筋
へ
塵
あ
く
た
等
不
可
捨
旨
、
先
達
而
御
触
書

　
　
　
御
差
出
し
有
之
、

　
　
　
　
（
4
2
）

　
　
　
　
七
月

　
と
こ
ろ
で
、
集
め
ら
れ
た
砂
の
行
方
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。

　
　
一
加
茂
川
東
縁
松
原
β
五
条
之
下
、
音
羽
川
三
間
上
迄
二
積
有
之
候
土
砂
、

　
　
　
右
建
仁
寺
、
安
井
、
東
大
谷
、
祇
園
、
知
恩
院
土
砂
敷
な
ら
し
場
所
迄
之

　
　
　
持
運

ひ
、
一
ケ
所
つ
玉
壱
坪
之
直
段
可
致
入
札
、
来
ル
五
日
五
つ
時
於
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
会
所
札
披
候
間
、
此
旨
急
ぐ
可
相
触
も
の
也



普請・砂持ちの風流

　
　
　
　
（
4
3
）

　
　
　
　
七
月

　
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
運
ば
れ
た
砂
は
入
札
に
よ
っ
て
売
買
の
対
象
に
な
っ
て

い
た

模
様
で
あ
る
。
中
世
の
結
縁
の
砂
持
ち
か
ら
み
る
と
、
俗
こ
こ
に
極
ま
れ
り

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
砂
持
ち
風
流
の
顛
末
は
七
月
六
日
に
新
待
賢
門
院
が
莞
去
し
、
普
請
五
日

鳴
り
物
九
日
の
自
粛
の
触
れ
が
出
て
、
よ
う
や
く
一
段
落
し
た
の
で
あ
る
。

　
鴨
川
の
砂
持
ち
風
流
の
特
色
と
し
て
は
、
天
保
踊
り
に
比
べ
て
、
湊
藻
・
砂
持

ち
と
い
う
発
生
要
因
と
の
つ
な
が
り
が
濃
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

天
保
踊

り
の
よ
う
に
京
都
市
中
に
広
ま
る
こ
と
な
く
、
鴨
川
流
域
周
辺
の
流
行
に

と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

四

　
お
わ
り
に

　
織
豊
期
の
普
請
の
風
流
張
行
は
、
町
や
町
組
を
単
位
と
し
、
そ
の
負
担
も
ま
た

町
衆
に
依
存

し
な
が
ら
、
決
し
て
彼
ら
の
自
発
的
な
意
志
に
よ
っ
て
、
彼
ら
自
身

の

遊
楽
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
一
六
年

（
一
五
八

八
）
五
月
一
六
日
条
に
「
洛
中
上
下
ノ
衆
二
餅
酒
を
下
行
シ
テ
、
ヲ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

ラ
セ
ラ
ル
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
町
衆
は
天
下
人
に
踊
ら
せ
ら
れ
た
。
或
い
は
、
天

正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
関
白
に
任
ぜ
ら
れ
た
豊
臣
秀
吉
が
、
　
「
京
中
へ
躍
申
」

け
、
天
覧
に
供
そ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
幕
末
京
都
の
天
保
踊
り
や
鴨
川
砂
持
ち
の
風
流
で
は
、
参
加
者
は
封
建
性
の
日

常
生
活
規
範
か
ら
一
時
的
に
逃
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
者
は
権
力
が
風
流
を

要
請

し
、
後
者
は
権
力
が
規
制
（
数
多
く
の
禁
止
通
達
）
す
る
が
、
と
も
に
封
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
06

制
の

不
満
の
ガ
ス
抜
き
・
安
全
弁
の
作
用
を
果
た
し
、
結
局
は
体
制
を
補
強
す
る
　
2

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
次

に
、
風
流
の
実
態
（
踊
り
の
芸
態
・
持
ち
物
・
作
り
物
・
練
り
物
・
細
工

物
．
難
子
言
葉
・
鳴
り
物
・
幟
・
旗
な
ど
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
幕
末
京

都
の
風
流
の
実
態
は
、
淀
川
を
媒
介
に
し
た
大
阪
を
は
じ
め
、
近
畿
一
円
の
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

代
の
風
流
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
あ
え
て
本
稿
で
京
都
の
事
例
を
対
象
と
し
た
理
由
は
織
豊
期
の
普
請
の
風
流
と
、

幕
末
の

砂
持
ち

風
流
を

系
譜
的
に
捕
捉
す
る
た
め
で
あ
る
。
近
世
に
盛
行
し
た
砂

持
ち
風
流
が
史
的
背
景
な
く
生
み
出
さ
れ
た
と
す
る
よ
り
、
前
史
を
想
定
し
た
方

が

自
然
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
中
世
の
座
敷
飾
り
の
風
流
か
ら
近
世
の
細
工
見
世

物
へ
、
立
花
か
ら
園
芸
・
菊
人
形
へ
、
灯
籠
か
ら
花
火
へ
、
と
い
う
如
き
系
譜
が

辿

る
こ
と
が
で
き
る
。
幕
末
の
砂
持
ち
風
流
は
外
形
的
に
は
、
織
豊
期
の
普
請
風

流
に
遡

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
織
豊
期
の
踊
り
中
心
の
風
流
か
ら
、
仮
装
・
行
列
・

細

工
物
中
心
へ
の
風
流
へ
と
変
質
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
織
豊
期
以
前

の

盆
の

念
仏
拍
物
風
流
の
隔
世
遺
伝
（
砂
持
ち
風
流
か
ら
み
る
と
先
祖
返
り
）
の

よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
　
「
繰
り
返
し
に
よ
る
修
練
や
『
型
』
の
伝
承
を
拒
否
し
た
と
こ
ろ
に

　
　
（
4
6
）

成
立
す

る
」
風
流
文
化
に
と
っ
て
外
形
の
比
較
は
あ
ま
り
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ

る
。
汲
み
取
る
べ
き
な
の
は
、
労
働
に
伴
う
風
流
の
精
神
の
復
活
で
あ
る
。
織
豊

期
に
盛
行

し
た
普
請
の
風
流
は
幕
藩
制
確
立
期
に
は
下
火
に
な
る
が
、
幕
藩
制
の

緩
み
に

伴
い
当
世
風
即
興
性
を
も
っ
て
砂
持
ち
の
風
流
に
精
神
が
継
承
さ
れ
た
の



四　おわりに

な
で
は
い
か
。
私
た
ち
は
、
今
後
、
　
「
風
流
の
精
神
史
」
と
い
う
領
域
に
進
ん
で

い
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

註（
1
）
　
風
流
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
枠
組
の
組
替
え
を
試
み
て
い
る
佐
野
み
ど
り
、

　
　
中
世
芸
能
思
潮
の
視
点
よ
り
考
察
し
て
い
る
山
路
興
造
の
仕
事
を
参
考
に
し
た
。
佐

　
　
野
み

ど
り
「
王
朝
の
風
流
・
い
と
な
み
」
　
『
風
流
と
か
ざ
り
』
か
ざ
り
研
究
会
シ
ン

　
　
ポ
ジ

ウ
ム
報
告
書
、
　
一
九
九
〇
年
一
二
月
、
及
び
か
ざ
り
研
究
会
発
表
要
旨
「
王
朝

　
　
の

風
流
－
構
造
と
様
態
ー
」
一
九
八
九
年
一
二
月
二
三
日
。
山
路
興
造
「
序
に
か
え

　
　
て
1
芸
能
史
に
関
す
る
覚
え
書
」
『
翁
の
座
』
（
平
凡
社
、
　
一
九
九
〇
年
三
月
）
。

（
2
）
　
守
屋
毅
「
近
世
の
都
市
生
活
と
風
流
の
展
開
」
　
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

　
　
告
』
第
一
五
集
、
一
九
八
七
年
。

（
3
）
小
笠
原
恭
子
「
室
町
期
の
風
流
」
『
芸
能
の
視
座
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
）

（
4
）
橋
本
裕
之
「
砂
の
あ
る
舞
台
－
弥
美
神
社
の
王
の
舞
を
め
ぐ
っ
て
」
『
え
ち
ぜ
ん

　
　
わ
か

さ
』
一
〇
号
、
一
九
八
九
年
を
参
照
。

（
5
）
　
徳
江
元
正
「
鐘
鋳
踊
考
」
『
口
承
文
芸
の
綜
合
的
研
究
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
七

　
　
四
年
）
よ
り
引
用
。

（
6
）
　
先
駆
的
な
仕
事
で
あ
り
、
初
め
「
河
原
者
と
芸
能
」
と
し
て
「
綜
合
世
界
文
芸
」

　
　
四
、
一
九
五
二
年
に
発
表
、
後
『
か
ぶ
き
　
様
式
と
伝
承
』
（
學
藝
書
林
、
　
一
九
七

　
　
六
年
）
に
収
録
。

（
7
）
　
『
日
本
藝
能
叙
説
』
一
九
七
一
年
。

（
8
）
　
「
建
築
事
業
と
芸
能
ー
か
ぶ
き
以
前
の
若
衆
の
ひ
と
つ
の
性
格
ー
」
と
し
て
『
国

　
　
文
』
第
九
号
、
　
一
九
五
八
年
に
発
表
。
後
に
『
か
ぶ
き
の
誕
生
』
（
明
治
書
院
、
一

　
　
九
七

二
年
）
に
収
録
。

（
9
・
1
0
・
1
1
）
　
『
芸
能
の
視
座
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
）
収
録
。

（
1
2
）
　
『
近
世
風
俗
図
譜
』
第
九
巻
（
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）

（
1
3
）
　
『
民
俗
芸
能
』
四
九
号
、
　
一
九
七
二
年
。

（
1
4
）
　
『
口
承
文
芸
の
綜
合
的
研
究
』
（
三
弥
井
書
店
、
　
一
九
七
四
年
）

（
1
5
）
『
「
か
ぶ
き
」
の
時
代
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）
、
『
京
の
芸
能
』
（
中
公
新
書
、

　
　
一
九
七
九
年
）
、
『
日
本
中
世
へ
の
視
座
』
（
日
本
放
送
協
会
出
版
、
一
九
八
四
年
）

　
　

に

「華
麗
な
る
建
築
」
、
「
普
請
と
風
流
」
の
章
を
設
け
る
。

（
1
6
）
　
前
掲
小
笠
原
恭
子
「
室
町
期
の
風
流
」

（
1
7
）
　
前
掲
小
笠
原
恭
子
「
若
衆
芸
と
建
築
事
業
」

（
1
8
）
前
掲
小
笠
原
恭
子
「
若
衆
芸
と
建
築
事
業
」
よ
り
引
用
。

（
1
9
）
　
「
駿
府
築
城
図
屏
風
」
『
日
本
名
城
集
成
　
名
古
屋
城
』
（
小
学
館
、
　
一
九
八
五
年
）

（
2
0
）
諏
訪
春
雄
「
駿
府
図
屏
風
の
芸
能
史
的
意
義
」
『
国
華
』
一
〇
五
四
号
、
一
九
八

　
　

二
年
℃

（21
・

2
2
）
　
前
掲
小
笠
原
恭
子
「
風
流
か
ら
か
ぶ
き
へ
」
よ
り
引
用
。

（
2
3
）
　
『
近
世
風
俗
図
譜
』
第
五
巻
（
小
学
館
、
一
九
八
〇
）
に
拡
大
図
が
あ
る
。

（
2
4
）
　
「
万
歳
躍
」
（
『
日
本
歌
謡
集
成
』
六
巻
、
東
京
堂
、
一
九
七
二
年
）
。

　
　
前
掲
郡
司
の
「
河
原
者
と
芸
能
」
に
指
摘
が
あ
る
。

（
2
5
）
　
郡
司
正
勝
「
猿
若
の
研
究
」
（
『
か
ぶ
き
1
様
式
と
伝
承
』
所
収
）
で
指
摘
。

（
2
6
）
　
『
浪
速
叢
書
』
第
三
、
同
刊
行
會
、
　
一
九
二
七
年
。

（
2
7
）
　
こ
の
難
子
に
つ
い
て
徳
江
元
正
は
前
掲
「
鐘
鋳
踊
考
」
で
、
　
「
築
地
掲
き
の
衆
を

　
　
激
励
す

る
た
め
に
は
た
の
者
が
演
じ
た
歌
舞
」
、
「
土
を
踏
み
固
め
る
所
作
」
と
い
う
、

　
　
労
働
と
芸
能
の
関
係
を
考
え
る
際
に
本
質
的
な
両
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
2
8
）
　
栗
田
元
次
「
豊
年
踊
」
（
『
歴
史
地
理
』
二
五
1
四
、
　
一
九
一
五
年
）

　
　
　
原
田
伴
彦
「
天
保
十
年
の
豊
年
踊
り
覚
書
（
一
）
・
（
二
）
」
（
『
京
都
市
史
編
さ
ん
所

　
　
通
信
』
第
七
三
・
七
六
号
、
京
都
市
史
編
纂
所
、
一
九
七
五
年
）
。

　
　
　
鎌
田
道
隆
「
民
衆
運
動
と
し
て
の
天
保
踊
ー
『
豊
年
踊
之
記
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

　
　
『
芸
能
史
研
究
』
五
四
号
、
　
一
九
七
六
年
。

　
　
　
福
原
敏
男
「
蝶
々
踊
り
小
考
ー
近
世
上
方
都
市
世
相
史
（
ニ
ー
」
『
大
阪
市
立
博

　
　
物
館
研
究
紀
要
』
ニ
ハ
冊
、
　
一
九
八
四
年
。
同
「
幕
末
京
都
の
祝
祭
的
世
界
」
『
絵

　
　
画
の
発
見
』
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。

　
　
　
長
谷
川
伸
三
「
天
保
十
年
京
都
豊
年
踊
り
考
」
　
『
江
戸
の
民
衆
と
社
会
』
吉
川
弘

　
　
文
館
、
　
一
九
八
五
年
。
同
「
京
都
豊
年
踊
り
と
天
保
期
畿
内
の
社
会
情
勢
」
『
近
世

　
　
国
家
と
明
治
維
新
』
、
三
省
堂
、
一
九
八
九
年
。

　
　
　
相
蘇
一
弘
「
天
保
十
年
の
京
都
豊
年
踊
り
に
つ
い
て
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
ス

　
　
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
豊
年
踊
図
巻
」
を
中
心
に
ー
」
　
『
大
阪
市
立
博

　
　
物
館
研
究
紀
要
』
二
二
冊
、
　
一
九
九
〇
年
三
月
。

（
2
9
）
　
「
踊
り
の
今
と
昔
」
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
七
巻
（
筑
摩
書
房
、
　
一
九
六
二
年
）
。
　
0
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

（
3
0
）
　
紙
本
着
色
六
曲
一
隻
、
タ
テ
八
六
、
ヨ
コ
ニ
七
三
セ
ン
チ
で
「
天
保
踊
図
」
と
箱



普請・砂持の風流

　
　
書
さ
れ
て
い
る
。
文
鷹
筆
。

（
3
1
）
　
『
天
言
筆
記
』
第
二
巻
（
『
新
燕
石
十
種
』
第
一
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
）
。

（
3
2
）
　
「
天
保
八
年
謹
民
救
楠
【
図
巻
」
と
セ
ッ
ト
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
絹
本
淡
彩
、
紙

　
　
高
三
三
・
五
セ
ン
チ
、
全
長
一
〇
三
〇
セ
ン
チ
。
筆
者
は
田
中
有
美
、
駿
文
は
か
れ

　
　
い
を
筆
、
田
辺
玄
々
筆
の
詩
文
が
巻
願
に
あ
る
。
（
前
掲
相
蘇
一
弘
「
天
保
十
年
の

　
　
京
都
豊
年
踊
り
に
つ
い
て
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
コ
レ
ク
シ

　
　
ョ
ン
「
豊
年
踊
図
巻
」
を
中
心
に
1
参
照
）
。

（
3
3
）
　
紙
本
着
色
巻
子
一
巻
。
紙
高
三
一
・
八
セ
ン
チ
、
全
長
六
〇
五
セ
ン
チ
。
天
保
一

　
　
〇
年
小
澤
華
嶽
筆
。
蹟
文
は
翌
一
一
年
半
月
舎
主
人
筆
。

（
3
4
）
　
『
京
都
町
触
集
成
』
第
一
二
巻
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
八
七
年
。

（
3
5
）
　
島
田
貞
彦
「
旧
京
都
の
鴨
川
改
修
『
砂
持
』
に
就
て
」
　
『
歴
史
と
地
理
』
三
巻
三

　
　
号
、
一
九
一
九
年
よ
り
引
用
。

（36
・

4
0
）
　
『
京
都
町
触
集
成
』
第
一
二
巻
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
八
七
年
。
下
京
上
艮
組

　
　
衣
棚
町

（
南
北
）
に
伝
存
さ
れ
た
触
留
。
〔
三
〕
は
上
京
下
一
条
組
冷
泉
町
に
所
在
の

　
　
三
井
本
店
伝
存
の
触
留
。

（
3
7
）
『
思
文
閣
墨
跡
資
料
目
録
』
二
二
一
号
に
掲
載
。
絹
本
着
色
金
泥
一
幅
。
タ
テ
一

　
　
三
〇
、
ヨ
コ
五
七
セ
ン
チ
。
安
政
四
年
酒
井
梅
斎
筆
。

（
3
8
）
前
掲
「
旧
京
都
の
鴨
川
改
修
『
砂
持
』
に
就
て
」
よ
り
引
用
。
　
『
十
六
町
組
在
住

　
　
日
記
』
と
思
わ
れ
る
。

（
3
9
）
前
掲
「
旧
京
都
の
鴨
川
改
修
『
砂
持
』
に
就
て
」
よ
り
引
用
。

（41
・

42
・

4
3
）
　
『
京
都
町
触
集
成
』
第
＝
一
巻
。
冷
泉
町
三
井
本
店
伝
存
の
触
留
。

（
4
4
）
　
既
に
前
掲
守
屋
毅
『
「
か
ぶ
き
」
の
時
代
』
に
指
摘
が
あ
る
。

（
4
5
）
　
私
は
以
前
大
阪
に
お
け
る
砂
持
ち
風
流
の
画
期
を
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
玉

　
　
造
稲
荷
社
の
風
流
に
想
定
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
「
寛
政
元
年
玉
造
稲
荷
社
砂
持
ち

　
　
一
件
」
『
歴
史
手
帳
』
二
ニ
ー
六
、
　
一
九
八
五
年
）
。
高
谷
重
夫
も
「
砂
持
ち
考
ー
都

　
　
市
の
民
俗
ー
」
（
『
近
畿
民
俗
』
第
一
〇
九
号
、
　
一
九
八
六
年
）
に
お
い
て
、
玉
造
稲

　
　
荷
社
砂
持
ち
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
4
6
）
　
前
掲
山
路
興
造
「
序
に
か
え
て
i
芸
能
史
に
関
す
る
覚
え
書
」
『
翁
の
座
』

（
本
館
　
民
俗
研
究
部
）
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Furyu　Associated　with　Construction　and　Sand．Carrying

FuKuHARA　Toshio

　　To　get　a　fair　perspective　view　of　Furyu，　or　an　improvised　form　of　culture，　of　the

pre．modern　era，　one　must　have　a　standpoint　of“Furyu　of　labor”as　well　as“Fuτyu

of　leisure．”“Furyu　of　leisure，”such　as　city　festivals，　plays　with　toys　alld　annual

events　including　displays　of丘reworks，　served　as　the　only　conventional　frame　of　ref・

erence　for　interpreting　Furyu　in　the　pre．modern　days．　There　was　no　frame　of　refer－

ence　for　“Furyu　of　labor．”　Labor　in　this　context　only　includes　such　activities　as

construction　or　dredging　that　do　not　presupPose　routine　roles　for　laborers　at　丘xed

time　and　in　fixed　place．　It　should　be　noted　that　such　works　as　construction　or　dredg・

ing　represent　the　nonrepetitive　nature　of　Furyu　more　fully　than　annually　ritualized

Furyu　of　leisure．

　　There　are　several　studies　previously　made　on　Furyu　of　labor　such　as　ones　con・

nected　with　bel1－casting，　construction　and　transport　du血g　the　Muromachi　period，

but　there　are　no　studies　so　far　to　point　out　that　those　examples　of　Furyu　in　the

Muromachi　period　might　have　continued　down　to　the　pre－modem　era．

　　The　maill　theme　of　this　article，　therefore，　is　to　examine　the　possible　continu三ty　of

Furyu　over　different　periods；from　Furyu　represented　by　construction　works　in

Kyoto　during　the　Shokuho　period　through　to　Furyu　represented　by　sand・carring

works　in　Kyoto　during　the　last　days　of　the　Tokugawa　regime．

　　This　article　carries　quotations　from　various　sources　to　prove　that　there　existed

some　cultural　continuity　in　Furyu　from　constrllction　works　in　the　Shokuho　period

down　to　sand－carrying　works　in　the　closing　days　of　the　Tokugawa　shogunate．　It　is

more　natural　to　suppose　that　the　flourishing　of　Furyu　of　sand．carrying　rooted　in　the

historical　background　of　the　preceding　days．　There　is，　however，　no　outward　evidence

to　prove　that　Furyu　of　sandcarrying　at　the　end　of　the　Tokugawa　govemment　origi・

nated　in　Furyu　of　construction　in　the　Shokuho　period．　Furyu　in　the　Shokuho　period

was　characterized　with　dancing　whereas　Furyu　in　the　late　Tokugawa　period　was

featured　for　its　masquerading，　processioons，　and　performance　with　crafted　works．　The

latter　Furyu　seems　more　like　an　atavistic　inheritance　of　Furyu　of　percussion　accom．

panied　prayers　in　the　Bon　Festival　during　the　period　preceding　the　Shokuho　period．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　210



　　It　is　not　quite　meaningful，　however，　to　try　to　determine　continu輌ty　on　the　basis　of

the　outward　similarity　betweell　different　types　of　Furyu，　which　is，　by　de6nitiol1，

aculture　created　by　discaτding　the　traditional　“patterns”　or　practices　made　possible

by　repetitive　training．　What　has　to　be　sought　for　must　be　restoration　of　the　Furyu

spirit　associated　with　labor．　Furyu　of　constmction　that　thrived　during　the　Shokuho

period　lost　its　vigor　by　the　time　the　Tokugawa　regime　was　securely　established．

Towards　the　end　of　the　Tokugawa　regime，　when　the　government’s　rule　untightened，

the　liberated　spirit　of　Furyu，　it　is　believed，　found　in　sand．carrying　an　outlet　for　its

spontaneous　expression　and　reinvigorated　itself．
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図1　稚児による砂持ち大阪府堺市方違神社5月31日綜祭（山崎義洋氏撮影）
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図2　天保山名所図会ヒ巻
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図3　駿府築城図屏風（名古屋市立博物館蔵）

図5　駿府築城図屏風（部分）
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図4　駿府築城図屏風（部分）
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図6　園城寺観音堂石突き図絵馬（園城寺蔵）
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図7　園城寺観音堂石突き図絵馬（部分）（園城寺蔵）



図8　巨人と小人（たばこと塩の博物館蔵）

ぼ

為
X、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志、［

図9　天保十年豊年踊図巻（～図21）（チェスタービーティーコレクションアイルランド）
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図14
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図22蝶々踊り図巻（～図29）（大阪市立博物館蔵）
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鴨川砂持ち図図30



図31　天保踊図屏風（京都市　個人蔵）

図33天保踊図屏風（部分）
図32　天保踊図屏風（部分）



図34天保踊図屏風（部分）
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図36　寛政元年　玉造稲荷社砂持ち
（了栄々集』大阪府立中之島図書館蔵）


